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【地域の基礎データ】 

人口：26,027 人（令和 3 年 10 月 1 日現在） 

高齢化率：34.5％（令和 3 年 1 月 1 日現在） 

産業：農業（みかん）、漁業（太刀魚）、工業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：8 名（1 回生：2 名、2 回生：4 名、 

3 回生：1 名、4 回生：1 名） 

活動期間：平成 29 年 6 月～ 

担当教員：永瀬節治 

 

1．活動実施の経緯 

 有田市箕島地区では、平成 29 年度より有田市社会福祉協議会や箕島地区の地域活動団体

である「ワンハート」と連携しながら、多世代交流を通じた地域活性化に向けた活動に取り

組んでいる。令和 2 年度からはコロナ禍により現地での活動が制約される中で、地域の子

供たちから大人までが交流できるような企画としてオンライン音楽会に取り組むなど、内

容を工夫しながら実施できる活動を進めてきた。 
 

2．活動の内容 

前期には、昨年度に学生たちが提案し、ワンハートとともに取り組んできた折り鶴モザイ

クアートの制作を進め、完成した作品は 7 月に有田市立病院に設置することができた。 

 加えて、社会福祉協議会との連携により、第３次有田市地域福祉活動計画の策定に向けて

課題や取り組みを共有するための「まちづくりワークショップ」の運営に関わった。コロナ

禍の影響によりオンラインでの開催となったが、9 月と 10 月の 2 日間行われ、当日は地元

の中学生から高齢の方まで 15 名が参加した。学生たちは事前に行政計画等を読み込んで把

握した地域課題の発表や、冒頭のアイスブレイク、参加者の意見の記録などを担当した。 

 ２月上旬には、市内の高校生や地域の取り組みと LIP の活動について共有しながら交流

を図る「異世代活動報告会」がオンラインで開催（収録）され、学生たちは LIP の活動報告

に加え、全体の司会も担当した。動画は社会福祉協議会の Web サイトで公開されている。 

 

3．活動を通じて 

まちづくりワークショップを終えた学生たちは、その経験も踏まえながら、今後３年間の

箕島 LIP のアクションプランを自主的に検討し、地域での交流促進を図るための具体的な

目標を設定した。来年度も同プランに基づき、引き続きワンハートや社会福祉協議会等の地

域の方々と連携しながら、多世代交流を推進するための実践活動を進める予定である。 

和歌山県有田市 

箕島で暮らす多世代の住民による魅力再発見 / 
子どもまちづくりワークショップ 
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4．成果物（ポスター） 

 


